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紙器システム ＣＡＳＥ２０００ 概要 

当システムは紙器メーカー様専用に開発されたシステムソフトです。 
内容は製函業務に必要な一連の業務が含まれております。上記画面はシステム起動時の初期業務画面

です。 
マスターは、取引先９９９９件・商品台帳は１件の取引先につき９９９９件の登録ができます。 
商品登録の特徴としてセットで登録ができると言うことです。一つの商品に付属展開２０個・付属部

品展開で 3個になっております。セットで登録をする事により受注・発注・製造・出荷で漏れを防ぐ

ことができます。 
データのメンテナンスも多彩なシステム管理機能があります。バックアップも各端末に於いてハード

ディスクに複数日付けで全データを保護することができます。フロッピーを始め外部メディアも使用

できます。 
他に図面の管理機能もあります。製作図面をコンピュータ内にデータとして入力しておくことができ

ます。 その図面を作業予定にあわせて自動的に出力することができます。 
 



 2

                 

 
                 受注入力 
ここでは客先よりの電話注文やＦＡＸ等の注文をシステムに入力するデータの入り口です。 
当システムでは、この受注データがキーポイントになり、各業務へ連動して行きます。 
データの処理もリアルタイムに広範囲にこなすことができます。 
 
受注の具体的な入力方法ですが、どの得意先が？どの商品を？どれだけの数量？納期はい

つ？ と入力するだけです。基本的にはどなたでも注文を受けて即、入力ができるようにな

っています。入力はコードが主体なので面倒なキー操作はありません。 もちろん手書きの

コメントを添えたりすることなども可能で、各所にヘルプ機能もあり、お得意様のコードや、

商品の検索等も容易にこなせ臨機応変性があります。 
 
受注を入力することにより煩雑な業務もきちんとした流れを付けることができます。 
当然、業務上の突発的な内容変更や予定と違ったイレギュラー的要素にも応変性があります。 
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                   発注業務 
登録をした受注データは即、発注データに移行し発注業務の効率を高めます。 
上記のデータは全て基本的に商品マスターの登録により成り立っています。 
その結果、受注数量、納期等の項目から用紙の発注数量や用紙の入荷予定や加工予定・ 
配送出荷予定・仕入・売上のデータに連動して行きます。 
上記画面の内容は商品マスターからリンクしています。当然、発注時に発注先や丁取りの 
変更個所も出てくると思います。その時にはダイレクトにその個所を現在の画面で変更を 
します。 
このデータにより用紙または仕入商品の発注書が一覧で仕入先ごとに作成することができます。発注書

のレイアウトも可能です。 
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用紙発注画面の上段に、受注時の用紙が表示されます。 
実際の発注は、変更することも、分割することも（一部在庫使用）出来ます。 
分割は、九回まで出来ます。 
仕入先に希望の用紙がない時に、 単価換算、重量換算で値引き処理が出来ます。 
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                 仕入業務 
 
受注を入力し発注処理するとそのデータをもとに仕入計上ができます。ここでは、前の受注

データが同一番号で発注番号となり発注番号ヘルプを開くと発注処理をしていて未だ仕入れ

計上されていないデータが表示されますのでカーソルで選択すれば仕入計上業務は完了です。 
材料の寸法や単価等が変更されることも考えられますがもちろん訂正することができます。 
受注を入力していない商品・副資材等も計上できます。 
 
この計上業務を行うことで買掛金台帳（仕入元帳）や様々な管理帳票を作成することができ

ます。仕入先ごとの平米管理など。 
仕入伝票の発行も可能です。 
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売上計上（納品書作成） 
    

 
納品書作成画面です。受注番号ヘルプ画面を開くと、受注を入力をして未だ売上計上が済ん

でいないデータが表示されますのでカーソルで選択すれば売上計上は完了です。登録をおす

と納品書が発行されます。納品書のフォームは、現在ご使用の伝票からユーザー様の指定納

品書も使用できます。 
ここで入力することにより、売掛金台帳・得意先元帳や営業担当者別の売上達成率等、様  々
な帳票類を作成することができます 
値引や返品の処理も出来ます。 
配送担当者を入力して納品書を作成すれば配送者別の実績（平米・金額）が作成できます。 
 
納品書作成を行うことにより在庫している商品は在庫より引き落としされます。 
 
納品伝票作成は全ての売上関係項目に連動しています。請求書・集金予定表や月次・年次等 
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                  配送予定 
配送予定を作成します。受注を入力することにより、受注時に設定した納期から同じ日付けの商品を

表示します。配送予定表の種類は個別の全商品の配送予定表・地域別の予定表・ 
配送担当者毎予定表・等です。 
上記の画面は配送予定の変更や配送者を振り分けの作業をしています。 
一週間毎の地域別の配送負荷を見渡す事も出来ます。 
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                   在 庫 
完成品在庫の画面です。当システムの在庫管理は完成品在庫・半製品在庫・材料在庫・ 
預かり在庫・の４通りの管理ができます。 
完成品在庫の入庫は製造予定で完成品の実績登録をすると自動的に入庫になります。ほかに

は手入力で入庫も出来ます。棚卸しの時などには在庫の受け払い（上記画面左）は一つの商

品の在庫の履歴が表示されます、そこで実際の在庫数の調整を行う事ができます。紛失や欠

品などの区分をあらかじめ設定が出来ますのでその区分に従って調整をします。 
はじめは棚卸しにあわせて在庫登録を開始するのがよいです。 
出庫は納品伝票を本伝・仮伝かまわず作成すると、在庫より引き落とされます。 
 
材料在庫の場合は製造が完了すると在庫から引き落とされます。 
預かり在庫は納品書作成にて納品書区分を預かり売りとし作成すれば売上は計上され商品は

預かり在庫に入庫されます。出庫は預かり納品書作成にて作成すれば預かり在庫より出庫さ

れます。 
在庫一覧表では会社全体の在庫数・在庫金額が把握出来ます。 
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                    社内加工 
工程予定は、全体を見渡す一覧と各工程の予定表・週間単位で全体の製造部門の負荷を見る

項目とで構成されています。工程管理では平米数・開始～終了時間・総処理時間の３通りの

管理があります。 
完成品実績登録では予定数未満の数量を入力された商品は製造残数の分だけ繰り越されます。 
繰り越し日付けも指定でます。 
今日現在の製造残が一目で把握できます。 
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上記のように社内加工の手配や材料の手配と同時に外注先への加工依頼ができます。 
外注加工依頼書も発行できます。 
 
 

 


